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鳥取県三
み さ さ

朝町
ちょう

・
竹田地域協議会の
女性を中心とした

「ざっこの会」の活動

鳥取県日
にち

南
なん

町
ちょう

・
農事組合法人

「エコファーム
H

ほ
OS

そ
OY

や
A」の活動

　

三
朝
町
竹
田
地
域
で
は
、「
地
域
の
総
合
力
を
高
め
、
自
立

を
促
進
す
る
条
例
」
に
基
づ
い
て
平
成
19
年
に
竹
田
地
域
協
議

会
を
設
立
し
、
地
域
振
興
や
産
業
振
興
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
「
ざ
っ
こ
の
会
」
は
、
産
業
振
興
に
関
わ
る
女
性
メ
ン
バ
ー

の
「
井
戸
端
会
議
」
を
き
っ
か
け
に
発
足
し
た
会
で
す
。
協
議

会
が
主
催
す
る
清
掃
活
動
や
町
の
行
事
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
が
楽

し
く
積
極
的
に
参
加
で
き
る
工
夫
を
し
な
が
ら
協
議
会
の
行
事

に
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
年
に
２
回
、
50
食
限
定
の
料
理
を

ふ
る
ま
う
「
竹
田
御
膳
を
楽
し
む
会
」
を
行
い
、
地
元
を
超
え

て
多
く
の
方
々
に
喜
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
地
域
内
の
交
流

や
地
域
外
へ
の
「
お
も
て
な
し
」
を
実
施
さ
れ
て
い
る
姿
に
、

女
性
の
パ
ワ
ー
と
輝
き
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

三
朝
町
は
、
鳥
取
県
中
部
地
震
で
甚
大
な
被
害
に
あ
わ
れ
た

と
の
こ
と
で
、
三
朝
町
農
業
委
員
会
に
対
し
、
南
丹
市
農
業
委

員
会
よ
り
見
舞
金
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
の
鳥
取
県
西
部
地
震
で
、

水
路
等
が
壊
滅
し
て
水
稲
が
で
き
な
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
農
地
を
守
る
手
段

と
し
て
水
の
い
ら
な
い
そ
ば
の
栽
培
を

始
め
、
平
成
15
年
に
そ
ば
生
産
組
合
を

設
立
。
そ
の
後
、
有
力
な
担
い
手
が
他

界
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
個
人
で
農

地
を
守
る
こ
と
に
限
界
を
感
じ
、
集
落
で
農
地
を
守
っ
て
い
こ
う
と
、

そ
ば
生
産
組
合
も
統
合
し
た
集
落
営
農
組
織
を
設
立
。
平
成
24
年
に
は
、

農
事
組
合
法
人
へ
と
移
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
農
業
機
械
の
購
入

な
ど
で
は
、
自
分
達
の
取
り
組
み
に
合
っ
た
国
の
補
助
事
業
を
探
し
、

活
用
す
る
こ
と
で
事
務
手
続
き
な
ど
苦
労
を
重
ね
な
が
ら
体
制
整
備
を

さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

今
で
は
、
売
れ
る
お
米
作
り
を
目
指
し
、
海
藻
有
機
肥
料
を
使
い
農

薬
や
化
学
肥
料
を
で
き
る
だ
け
使
わ
ず
育
て
た
「
海
と
天
地
の
め
ぐ
み

米
」
は
、
鳥
取
県
の
特
別
栽
培
米
に
認
定
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
自

力
で
販
路
を
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
も
導

入
し
、
現
在
約
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
水

田
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
活
用
や
、
日
南
町
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
、
生

産
・
販
売
へ
の
様
々
な
工
夫

に
熱
意
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

（
取
材
：
小
林
義
雄 

委
員
）

農業委員会のうごき農業委員会のうごき農業委員会のうごき農業委員会のうごき

▲「ざっこの会」での研修

▲農事組合法人「エコファームH
ほ

OS
そ

OY
や

A」での研修

▲見舞金を手渡す野中会長（左）

▲安心・安全にもこだわった
　日南町産米

鳥取県にて 管外視察研修を実施 （平成28年11月17～18日）

日目1

日目2
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農
業
委
員
会
法
第
38
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
、
施
策
の
改
善
等
に
つ
い
て

農
政
部
会
で
審
議
を
重
ね
、
平
成
29
年

度
施
策
に
関
す
る
意
見
書
を
作
成
し
ま

し
た
。
11
月
21
日
、
南
丹
市
長
に
対
し

て
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。（
全
文

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま

す
。）

　

11
月
24
日
、
南
丹
市
国
際
交
流
会
館
に
お

い
て
、「
南
丹
ブ
ロ
ッ
ク
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
研
修
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
会
は
、
改
正
農
業

委
員
会
法
が
平
成
28
年
４
月
１
日
に
施
行
、

新
た
に
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
農
地
等
の
利
用
最

適
化
を
推
進
す
る
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
の

も
の
で
す
。

　

最
初
に
、
京
都
府
農
業
会
議
よ
り
現
段
階

で
新
体
制
に
移
行
し
た
農
業
委
員
会
の
概
要

や
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
重
点
業

務
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
兵
庫

県
南
あ
わ
じ
市
農
業
委
員
会
の
講
演
や
南
丹

市
・
亀
岡
市
・
京
丹
波
町
の
農
業
委
員
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
実
践
発
表
が
あ
り
、
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
学
習
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

（
取
材
：
平
野
清
久 

委
員
）

「農地等利用最適化推進施策の改善に関する意見書」を市長へ提出

「南丹ブロック農業委員・農地利用最適化推進委員研修会」を受講しました

Ⅰ
．
安
定
し
た
農
業
所
得
の
確
保
に
関
わ
る
施
策
に
つ
い
て

　

⑴�

米
の
直
接
支
払
交
付
金
制
度
が
平
成
29
年
産
米
で
廃

止
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
・
府
へ
交
付
金
制
度
の
恒
久

化
や
増
額
を
要
望
し
、
あ
わ
せ
て
市
独
自
施
策
の
創

設
を
望
む
。

　

⑵�

南
丹
市
ブ
ラ
ン
ド
産
品
の
開
発
と
、
地
元
産
食
材
を

加
工
・
販
売
す
る
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
、
市
独
自
施

策
の
実
施
を
求
め
る
。
移
住
・
営
農
希
望
の
方
に
対

す
る
定
住
促
進
施
策
の
充
実
を
望
む
。

　

⑶�

様
々
な
農
産
物
や
農
産
加
工
品
を
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

記
念
品
と
し
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
望
む
。

Ⅱ
．
人
材
育
成
に
つ
い
て

　

⑴�

担
い
手
農
業
者
に
対
し
、
施
策
に
関
す
る
情
報
提
供

や
研
修
会
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
求
む
。

　

⑵��
人
材
育
成
に
関
わ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
の
確
立
を

望
む
。

　

⑶�

農
業
機
械
更
新
の
購
入
補
助
を
、
国
・
府
に
要
望
し
、

同
時
に
市
独
自
施
策
と
し
て
補
助
の
実
施
を
求
む
。

Ⅲ
．
耕
作
放
棄
地
対
策
と
野
生
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

　

⑴�

「
京
都
モ
デ
ル
フ
ァ
ー
ム
運
動
」
等
、
耕
作
放
棄
地
対

策
制
度
の
周
知
や
成
功
事
例
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

高
齢
農
家
や
小
規
模
農
家
が
意
欲
を
持
っ
て
農
業
を

継
続
で
き
る
支
援
を
求
む
。

　

⑵�

有
害
鳥
獣
捕
獲
の
た
め
京
都
府
・
猟
友
会
等
と
連
携

を
さ
ら
に
強
化
し
、
効
果
的
な
対
策
を
望
む
。

　

⑶�

捕
獲
・
駆
除
し
た
鳥
獣
の
処
理
・
加
工
施
設
に
つ
い
て
、

中
丹
地
域
と
同
様
に
京
都
府
が
中
心
と
な
っ
て
整
備

さ
れ
る
よ
う
要
望
さ
れ
た
い
。

▲発表する松本國夫委員

（注）改正農業委員会法に基づく本市農業委員会
の移行は、次期（平成 30 年７月１日）からです。

▲左から 農林商工部塩内部長、佐々木市長、野中会長、大沢職務代理、上田農政部会長
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　地域農業の発展を目指し、
力強く活動されている団体や
個人の農業者をシリーズで
紹介します。

上
かみ

胡
ご

麻
ま

地域協議会

　

太
平
洋
と
日
本
海
側
に
分
か
れ
る
分
水

嶺
の
郷
、
約
42
町
歩
の
水
田
と
お
よ
そ

１
３
０
世
帯
３
０
０
人
（
農
家
65
世
帯
）

が
住
む
小
さ
な
農
村
集
落
。
昔
か
ら
春
と

秋
の
彼
岸
日
に
は
「
道
つ
く
り
」、
春
先

に
は
「
水
路
掃
除
」
と
、
集
落
の
道
路
や

水
路
の
掃
除
な
ど
一
斉
作
業
が
習
慣
と
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

や
が
て
高
齢
化
と
少
子
化
が
進
み
、
農

業
離
れ
が
進
む
な
か
、
一
斉
作
業
に
も
力

が
入
ら
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
「
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
」
の
補
助
事
業
も
、
全
体
の

取
り
組
み
で
は
な
く
、
バ
ラ
バ
ラ
の
取
り

組
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
新
た
な
補
助
事
業
が
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。「
農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
」
で
す
。
将
来
の
農
業
に
不
安

を
感
じ
て
い
た
数
人
が
声
を
上
げ
ま
し
た
。

「
こ
の
ま
ま
何
も
せ
ず
に
い
た
ら
、
村
が

消
え
る
…
」
と
危
機
感
を
持
っ
て
い
た

人
々
で
す
。
皆
で
考
え
よ
う
と
発
奮
。
全

員
の
協
議
の
末
、
地
域
で
取
り
組
む
事
に

決
議
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
19
年
の
事
で
す
。

　

ま
ず
組
織
の
核
に
な
る
事
務
局
を
立
ち

上
げ
、
取
り
組
み
の
案
作
り
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
案
を
た
た
く
実
行
委
員
会
を
組

織
・
開
催
し
ま
し
た
。
農
道
補
修
工
事
や

水
路
の
改
修
、
た
め
池
の
法
面
の
草
刈
り
、

農
地
の
保
全
管
理
、
獣
害
防
止
の
金
網

フ
ェ
ン
ス
の
補
修
と
、
ひ
と
つ
ず
つ
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
に
「
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
」
か
ら
新
た
な
「
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
事
業
」
に
か
わ
り
ま
し
た
。

地
権
者
の
厚
い
理
解
の
も
と
、
農
道
拡
幅

工
事
に
取
り
組
み
、
業
者
の
請
け
負
い
事

業
で
見
違
え
る
程
の
基
幹
農
道
と
し
て
誕

生
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
型
農
機

や
運
搬
自
動
車
も
楽
に
通
行
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
耕
作
者
に
笑
顔
が
戻
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
他
地
域
を
見
学
し
、「
売
れ
る

米
づ
く
り
」「
特
徴
あ
る
米
づ
く
り
」
に

つ
い
て
考
え
る
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

隔
年
で
開
催
す
る
消
費
者
と
生
産
者
の

交
流
会
と
し
て
の
「
秋
祭
り
」
に
「
恋
活
」

を
同
日
に
あ
わ
せ
て
実
施
し
、
お
お
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
高
齢
化
・
機
械
化
が
進
む
中
、
安
全

作
業
で
、
少
し
で
も
や
り
が
い
の
あ
る
農

業
、
流
し
た
汗
が
笑
顔
に
な
る
農
業
、
皆

で
知
恵
を
出
し
次
世
代
に
つ
な
げ
る
取
り

組
み
を
進
め
て
行
き
た
い
と
願
っ
て
い

る
」
と
、
理
事
の
一
人
は
熱
く
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。  

（
取
材
：
谷
口
定
己 

委
員
）

▲「道つくり」に取り組むメンバー

▲野菜づくりの講習会での集合写真

【おわびと訂正】前号（Ｎｏ．31）4 ページ「地域農業を支える」にて、団体名の記載誤りがございました。お詫びして、訂正いたします。
（誤）アール萱野⇒（正）パル萱野

（南丹市日吉町上胡麻）
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オ
ー
ナ
ー
は
玉た
ま

置き

浩ひ
ろ

子こ

さ
ん
。
大
阪
在
住
だ
っ
た
５
年

前
、
亀
岡
の
貸
し
農
園
で
２
年
ほ
ど
野
菜
作
り
の
指
導
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
と
田
舎
に
魅
了
さ
れ
決
心
。

３
年
前
に
園
部
町
埴
生
の
古
民
家
と
畑
を
購
入
さ
れ
、
カ

フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
し
た
。
無
農
薬
有
機
栽
培
で
野

菜
を
育
て
、
採
れ
た
て
野
菜
を
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

ラ
ン
チ
に
は
新
鮮
な
野
菜
を
使
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
国
産

の
小
麦
粉
を
使
用
し
た
自
家
製
パ
ン
と
い
っ
し
ょ
に
い
た

だ
け
ま
す
。

　

店
名
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
に
ぎ
や
か
な
庭
で
カ
フ
ェ
」

と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
休
み
の
日
は
庭
の
手
入
れ
に

余
念
が
な
い
と
の
こ
と
。
ま
た
店
内
の
テ
ー
ブ
ル
や
壁
も

手
作
り
。
１
年
以
上
か
け
て
完
成
さ
せ
た
空
間
は
、
落
ち

着
き
感
満
載
で
す
。
店
内
に
は
薪
ス
ト
ー
ブ
が
あ
り
、
寒

い
冬
で
も
暖
か
く
過
ご
せ
ま
す
。

（
取
材
：
関　

隆
宏 

委
員
）

　

第
１
回
吉
富
ノ
庄
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
会
長　

葊ひ
ろ

瀬せ

稔み
の
る

さ

ん
・
委
員
25
名
）
が
中
心
と
な
っ
て
準
備
に
取
り
組
ま
れ
、
10

月
30
日
、
南
丹
市
八
木
町
の
吉
富
ノ
庄
（
旧
吉
富
小
学
校
）
に

て
、「
第
１
回
吉
富
ノ
庄
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地

域
の
姿
を
テ
ー
マ
に
し
た
短
編
映
画
を
上
映
す
る
映
画
祭
を
は

じ
め
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
様
々
な
グ
ル
ー
プ
が
曲
を

披
露
し
た
音
楽
祭
、
文
化
展
の
出
展
、
青
空
市
、
飲
食
ブ
ー
ス

が
あ
り
、
地
元
企
業
３
社
の
協
賛
も
得
て
、
多
く
の
方
が
参
加

し
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
よ
り
１
年
。「
吉
富

か
ら
絆
の
輪
（
和
）
を
広
げ
続
け
よ
う
」
と
い
う
「
京
都
・
丹

波　

吉
富
ノ
庄
憲
章
」
の
と
お
り
、
多
く
の
人
々
の
出
会
い
と

ふ
れ
あ
い
に
よ
っ
て
、
絆
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

小
学
校
廃
校
後
、
初
め
て
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
関
わ
っ

た
団
体
、
個
人
の
協
力
者
１
０
０
名
を
超
え
た
第
１
回
の
ま
つ

り
で
し
た
。

（
取
材
：
葊
瀨　

但 

委
員
）

場 所 ： 南丹市園部町埴生小山54
電 話 ： ０７７１-65-0489
定休日 ： 月〜水曜日（祝日は営業）
開店時間 ： 9：30-17：00

Café Le Jardin Pop
　　カフェ　　　ル　　　　ジャルダン 　　 ポップ

玉置浩子さん（右）　
息子さんの卓磨さん（左）▶︎

▲薪ストーブのある店内でほっこり。

▲富本クラブヒップホップダンスサークルによるダンス

▲青空市で買い物を楽しむ人々

環境・歴史・文化・健康の庄（むら）
 よし   とみ    の    しょう

場所：南丹市八木町鳥羽
鳥栄本11（旧吉富小学校）吉富ノ庄
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特
集

　

西
田
さ
ん
夫
婦
は
、
石
川
県
金
沢
市
か
ら

日
吉
町
田
原
に
平
成
16
年
に
移
住
さ
れ
、
同

町
四
ツ
谷
で
「
食し
ょ
く

彩さ
い

あ
ん
」
を
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
、
夫
婦
と
娘
さ
ん
と
３
人
で

暮
ら
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

貴
彦
さ
ん
は
、
以
前
、
製
薬
会
社
に
勤
め

ら
れ
、
多
用
さ
れ
る
薬
に
疑
問
を
持
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
健
康
の
た
め
に
食
品

の
安
心
安
全
な
も
の
づ
く
り
に
興
味
が
わ
き
、

「
素
材
に
一
か
ら
関
わ
る
こ
と
で
、
自
分
の

納
得
い
く
も
の
を
作
り
た
い
」
と
の
思
い
か

ら
新
規
就
農
し
、
農
産
加
工
の
道
を
歩
ま

れ
ま
し
た
。「
食
彩
あ
ん
」
の
「
あ
ん
」
は

食
品
の
安
心
安
全
な
も
の
づ
く
り
を
誓
っ
て
、

そ
の
「
安
」
を
取
っ
て
名
付
け
た
そ
う
で
す
。

　

自
家
製
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の
ベ
リ
ー
類

を
は
じ
め
、
生
産
者
の
視
点
か
ら
、
安
心
安

全
な
地
元
素
材
の
丹
波
栗
や
黒
豆
な
ど
を
直

接
他
の
生
産
者
か
ら
仕
入
れ
、
め
ず
ら
し
い

ジ
ャ
ム
に
加
工
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
南
丹
市

内
外
の
「
道
の
駅
」
や
通
販
等
で
販
売
し
、

リ
ピ
ー
タ
ー
率
が
高
く
好
評
だ
そ
う
で
す
。

　
「
地
域
は
人
々
の
つ
な
が
り
と
助
け
合
い

で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
化
で
徐
々

に
力
が
弱
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
地
域
の

一
員
と
し
て
自
覚
を
持
っ
て
、
微
力
な
が
ら

支
え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
力
強
く
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
取
材
：
梅
津
義
明 
委
員
）

里
の
文
化
と
暮
ら
し

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の

ハ
ウ
ス
栽
培
・
加
工
販
売

日
吉
町
田た

原わ
ら

西
田
貴た

か

彦ひ
こ

さ
ん（
右
）

　
　
芳よ

し

恵え

さ
ん（
左
）

ご自身や愛する家族のため
国民年金 + 農業者年金で将来に備えましょう！

❶積立方式（確定拠出型）で少子高齢化時代に強い年金です！
❷生活設計や経営状況に合わせて（２万円から６万７千円まで千円単位）保険料設定可。
❸収入が多いとき、保険料（社会保険料控除）を増やせば節税できます。

★加入資格…国民年金の第１号被保険者（※保険料の免除者は除く）・年間 60 日以上の農業従事者・60 歳未満の方

★農業者年金は、国民年金（基礎年金）に上乗せした任意加入の公的年金制度

◆ 詳しい内容などお問い合わせは南丹市農業委員会事務局（0771-68-0067）まで ◆
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南丹市で作られている農作物に関する情報を紹介します。
「野菜」「果実」「花」など様々な農作物の紹介や、育て方のいろは、それらを使った

加工食品や、調理法などを紹介します。

南丹市の農作物あるある!

サト
イモ

京　都
大納言
小　豆

　大粒で色つやがよく独特の風味
があり、市内では古くから作られて
います。主に京都の高級和菓子に
用いられ、他府県産に比べ高値で

取引されます。
　以前は、播種作業から収
穫・選別作業のほとんどを手
作業で行っており、生産の拡
大が難しい品目でした。近年
では集落営農などによる機械
化が進み技術も確立してきて

います。大きな需要に、生産量が追い付いていない
状況です。                    （取材：葊瀨　但 委員）

　美山町宮島地区においてサツマイモなどの栽培を行いま
した。耕作されず繁茂した雑草を刈取り、耕うん、畝立の
後、450 本の苗を植え付けました。
　10 月18 日、美山小学校１年生 17 名とのイモほりを実
施。子どもたちは、満面の笑みで歓声を上げながら楽しみ、
子どもも委員も充実した収穫日でした。学校給食、美山
ふるさと祭りの食材としても使っていただきました。今後も、
農業委員一丸となって貴重な農地を有効活用し、食と自然
を守って行きたいと思いました。（取材：中野貞一 委員）

　10 月25 日、園部第二小学校の１年生 40 名が、サツ
マイモの収穫を行いました。サツマイモを傷つけないように
少しずつスコップで掘っていくと、大きなイモがいくつも出て
きます。子どもたちは大きな歓声をあげ、イモ堀りを楽しみ
ました。収穫後は、あたたかいふかしイモとイモご飯を食べ
ました。ほくほくとした甘みのあるサツマイモのおいしさと素
朴な味のイモごはんに、子どもたちは満足した様子でした。

（取材：平野清久 委員）

　正月用の煮物やお弁当の一品
として、欠かせない食材です。茎
の根元部分で育つ親イモは「頭イ
モ」と呼ばれ、縁起物として雑煮

などに使われます。また周
囲の子イモは「子宝に恵ま
れるように」と食され、単な
る野菜ではなく、和の文化
を感じます。包丁で皮をむく
と粘り気で滑りやすく、スー
パーなどでは機械むきしたも

のも販売されています。カツオだしの薄味でユズの
香りを添えて。              （取材：梅津義明 委員）

農業委員活動を紹介します



　平成 29 年 1 月10日、南丹市農業委員 小
こ

林
ばやし

 利
とし

治
はる

 氏（享年 81 歳）が逝去されました。平成 18 年 7 月から
農業委員として地域農業の発展にご尽力いただきました。生前のご功績をしのび、心からご冥福をお祈り申し上げます。
※日吉町四ツ谷・佐々江は、大沢泰一委員の担当地区となります。

訃　報
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　とにかく広い南丹市。
　南丹市のあちらこちらでは、その地域ならではの面白く、
楽しい、また興味深い取り組みがされています。

　そんな南丹市の、あっちこっちのできごとを紹介します。

京
都
　
伏
見
港

　
11
月
13
日
、
南
丹
市
美
山
町
で
錦
に
染
ま
る
山
並
み
や
秋
の
味
覚
を

楽
し
む「
森
の
京
都
Ｄ
Ａ
Ｙ
・
国
定
公
園
美
山
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

美
山
町
の
西
の
玄
関
口
で
あ
る
大
野
ダ
ム
公
園
で
は
、「
第
28
回
大

野
ダ
ム
も
み
じ
祭
り
」。
中
心
部
の
宮
島
地
域
で
は
、美
山
エ
ビ
ス
ウ
ッ

ズ
ガ
ー
デ
ン
で「
美
山
ウ
ッ
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
ス
ト
ー
ブ
祭
」と
し
て
、
薪

割
体
験
や
薪
ス
ト
ー
ブ
で
の
パ
ン
焼
き
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
美
山

町
の
北
、
鶴
ケ
岡
地
域
で
は
、
旧
鶴
ヶ
岡
小
学
校
で
西
の
鯖さ
ば
街
道
と
し

て「
京
都
美
山
さ
ば
寿
司
さ
み
っ
と
in
鶴
ヶ
岡
」が
開
催
さ
れ
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
さ
ば
寿
司
の
販
売
、
そ
ば
打
ち
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
会
場
で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、
記
念
品

の
新
米
が
も
ら
え
ま
し
た
。
ど
の
会
場
も
た
く

さ
ん
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
、
中
で
も
、
も
み

じ
祭
り
の
会
場
で
は
、
美
山
の
旬
が
い
っ
ぱ
い

詰
ま
っ
た
名
物「
ふ
る
さ
と
鍋
」が
振
る
舞
わ
れ
、

行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

（
取
材
：
梅
津
義
明 

委
員
）

　
昨
年
秋
、
八
木
町
西
田
の
農
地
約
15
ア
ー
ル

で
コ
ス
モ
ス
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
に
よ
る
地
域
活
動
の
計
画
に

よ
っ
て
、
休
耕
農
地
を
活
用
し
、
環
境
保
全
へ

の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
で
す
。

10
月
30
日
に
は
八
木
中
央
幼
児
学
園
約
１
８
０

人
の
園
児
た
ち
が
、
背
丈
ほ
ど
の
コ
ス
モ
ス
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
保
全
会
の
入い
り
江え

功い
さ
お会
長
、
委
員
や
地
区
の
方
々
で
農
地
・
用
水
路
な

ど
の
整
備
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
も
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
か

れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
取
材
：
葊
瀨　
但 

委
員
）

　

師
走
の
祝
日
。 

小
雨
が
降
る
中
、

ぶ
ら
り
と
一
人
、

酒
蔵
の
街
「
伏
見

港
」
へ
。
京
都
駅

か
ら
近
鉄
電
車

「
桃も
も

山や
ま

御ご

陵り
ょ
う

前ま
え

」駅

で
下
車
。
師
走
の

買
い
物
客
が
賑
わ
う
大
手
筋
通
、
ア
ー

ケ
ー
ド
を
抜
け
る
と
、
軒
先
に
掛
か
っ

た
杉
玉
が
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
昔
の

日
本
酒
は
、
杉
の
木
の
桶
で
仕
込
ん
で

い
た
こ
と
に
よ
り
、
杉
の
葉
を
使
っ
て

作
っ
た
杉
玉
を
軒
先
に
つ
る
し
、
新
酒

の
完
成
を
知
ら
せ
た
と
い
い
ま
す
。
酒

造
会
社
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
資
料
館
や

記
念
館
を
見
学
。
新
酒
の
試
飲
、
黒
板

塀
と
白
壁
土
蔵
の
美
し
さ
、
旅
情
緒
気

分
を
存
分
に
味
わ
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
立
ち
寄
っ
た
の
が
、
伏
見

港
・
京
橋
の
す
ぐ
近
く
に
建
つ
「
寺
田

屋
」。
明
治
維
新
の
立
役
者
、
坂
本
龍
馬

が
身
を
寄
せ
た
船
宿
。
刺
客
に
襲
わ
れ

た
際
の
刀
傷
や
、
当
時
の
写
真
展
示
な

ど
、
維
新
の
息
吹
を
今
に
伝
え
て
い
ま

し
た
。
三
十
石
舟
に
乗
る
予
定
で
し
た

が
、
冬
の
間
は
休
止
と
の
こ
と
。
残
念

な
思
い
を
し

な
が
ら
も
夕

陽
が
迫
る
中
、

伏
見
港
を
後

に
し
ま
し
た
。

錦
秋
の
山
里
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催（
美
山
町
）

西
田
ふ
る
さ
と
保
全
会 

コ
ス
モ
ス
祭
り（
八
木
町
）

旅人： 谷口定己 委員

編 集 後 記
　胡麻保育所で豆まきがあると聞き、訪問しました。遊戯室には約 60 名の園児が保育士さんのお
話を聞き入っていました。赤鬼や青鬼が現れると、歓声とともに豆まきが始まりました。喜び顔、びっ
くり顔、泣き顔、子どもたちのいろいろな顔がありました。（谷口定己 委員）

▲大野ダムの紅葉

▲太鼓・尺八の演奏を楽しむ園児たち


